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CityTopicsまちの話題

　

阿
蘇
ヒ
ュ
ー
マ
ン
21
文
化
祭
が

役
犬
原
体
育
館
で
開
か
れ
、地
域
住

民
な
ど
約
３
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で

開
講
し
て
い
る
交
流
促
進
講
座
の
発

表
の
場
と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
、手
話
な

ど
の
ほ
か
、地
元
の
保
育
園
の
お
遊

戯
や
小
中
学
生
に
よ
る
太
鼓
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、習
字
や
パ
ソ
コ

ン
の
作
品
、人
権
意
識
の
向
上
を
目

的
と
し
た
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
等
の
展

示
も
行
わ
れ
、地
域
交
流
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

人権意識向上目指して
阿蘇ヒューマン２１文化祭開催

ステージイベントでは日頃の練習の成果を披露
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10
年
に
１
度
、草
千
里
ヶ
浜
を
舞

台
に
、バ
イ
ク
乗
り
た
ち
の
写
真
を

撮
影
す
る
イ
ベ
ン
ト「
草
千
里
19
」が

開
催
さ
れ
、８
月
24
日・25
日
の
２
日

間
で
約
３
０
０
０
台
の
バ
イ
ク
が
集

結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、１
９
７
９
年

か
ら
10
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、こ
と

し
で
５
回
目
を
迎
え
ま
す
。初
日
の

24
日
は
、悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
多
く
の
バ

イ
ク
が
集
結
。約
20
人
の
カ
メ
ラ
マ

ン
が
ラ
イ
ダ
ー
を
撮
影
し
て
回
り

ま
し
た
。撮
影
し
た
写
真
は
、１
年

後
に
写
真
集
と
し
て
参
加
者
に
配

布
さ
れ
ま
す
。

10年越し約束の地へ
ライダースイベント「草千里 19」開催

悪天候にもかかわらず多くのライダーが集まった
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    24-25

　
一
の
宮
ま
ど
か
学
童
ク
ラ
ブ
の
児

童
83
人
が
、盆
の
時
季
に
合
わ
せ
精

進
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
ま
ど
か
会
が
、日
ご
ろ
食
べ
る

機
会
の
少
な
い
精
進
料
理
を
お
盆

の
時
季
に
触
れ
て
味
わ
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、親
交
の
あ
る
和
食
料
理

人
の
中
田
英
和
さ
ん（
山
鹿
市
）の

協
力
を
得
て
、初
め
て
企
画
し
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
日
は
山
芋
の
揚
げ
物
や
呉

汁
、胡
麻
豆
腐
な
ど
６
品
が
振
る
舞

わ
れ
、児
童
ら
は「
お
肉
が
使
わ
れ
て

い
な
く
て
も
す
ご
く
美
味
し
い
」と

夢
中
で
頬
張
り
ま
し
た
。

伝統的な和食に舌鼓
一の宮まどか学童クラブが精進料理を学ぶ

「とても美味しい！」とたくさんの児童がおかわり
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拓
殖
大
学（
東
京
都
）の
男
子・

女
子
陸
上
部
約
40
名
が
８
月
５
日

~

25
日
に
内
牧
温
泉
の
旅
館
に
滞

在
し
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　

箱
根
駅
伝
の
常
連
校
で
多
く
の

駅
伝
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を
収

め
て
い
る
拓
殖
大
学
は
、毎
年
阿
蘇

市
に
合
宿
で
訪
れ
、あ
ぴ
か
や
北
外

輪
山
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

ス
で
早
朝
と
夕
方
に
走
り
込
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
男
子
駅
伝
監
督
の
山
下
氏
は「
阿

蘇
は
朝
晩
が
涼
し
く
練
習
環
境
が
い

い
。阿
蘇
で
の
練
習
を
活
か
し
て
箱

根
に
つ
な
げ
た
い
」と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

箱根駅伝の入賞目指す
拓殖大学の陸上競技部が内牧で合宿
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男子陸上部のメンバー

WebTV アソ
動 画
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熊
本
地
震
で
倒
壊
し
た
阿
蘇
神
社

楼
門（
国
指
定
重
要
文
化
財
）と
拝
殿

の
災
害
復
旧
工
事
が
始
ま
り
、神
社

や
工
事
関
係
者
ら
約
70
人
が
参
列
し

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祈
願
祭
で
は
、こ
と
し
７
月
に
就

任
し
た
阿
蘇
惟こ

れ
く
に邑

宮
司
が
復
旧
へ
の

感
謝
を
述
べ
た
の
ち
、神
事
で
鍬
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
楼
門
は
令
和
５
年
12
月
に
完
成
予

定
。元
の
部
材
の
７
割
を
再
利
用
し

耐
震
補
強
を
施
し
ま
す
。拝
殿
は
、阿

蘇
中
央
高
校
が
提
供
し
た
演
習
林
の

ヒ
ノ
キ
な
ど
地
域
産
木
材
を
使
用

し
、令
和
３
年
６
月
に
完
成
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

復興のシンボル着工へ
阿蘇神社楼門・拝殿復旧工事安全祈願祭

復旧工事が始まる楼門跡で神事を執り行う神職
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ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ（
ア
メ
リ
カ
）の

一
流
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
迎
え
た
コ

ン
サ
ー
ト
が
は
な
阿
蘇
美
で
開
か
れ

約
２
５
０
人
の
観
客
が
本
場
の
ジ
ャ

ズ
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
阿
蘇
を
元

気
づ
け
よ
う
と
、同
実
行
委
員
会（
吉

村
孫
徳
委
員
長
）が
企
画
。東
京・
浅

草
で
33
年
前
か
ら
毎
年
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
い
る「
浅

草
お
か
み
さ
ん
会
」の
協
力
で
今
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
で
活

躍
し
て
い
る
８
人
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

熱
演
し
、観
客
も
巻
き
込
ん
だ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ジャズで阿蘇を元気に
はな阿蘇美でジャズコンサート

ジャズミュージシャンと一緒に盛り上がる観客たち
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WebTV アソ
動 画

　
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
事
業
」（
６

月
４
日
～
10
日
）の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
高
齢
者
の
良
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
、今
年
度
８
０
２
０
を
達
成

し
た
33
人
が
阿
蘇
郡
市
歯
科
医
師
会

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
８
０
２
０
と
は
80
歳
に
な
っ
て
も

自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。20
本
以
上
自
分
の
歯
が

あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
食
べ
物
を
噛
み

砕
く
こ
と
が
で
き
、お
い
し
く
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。身
体
の
健
康

状
態
も
良
い
人
が
多
い
と
い
う
こ
と

も
分
か
っ
て
い
ま
す
。	

　
歯
が
失
わ
れ
る
原
因
の
多
く
は
む

し
歯
や
歯
周
病
で
す
。厚
労
省
の
調

査
に
よ
る
と
40
歳
を
境
に
減
り
始

め
、60
歳
代
で
平
均
20
本
、80
歳
で
は

平
均
８・２
本
に
減
っ
て
い
ま
す
。自

分
の
歯
を
少
し
で
も
長
持
ち
さ
せ
る

た
め
に
正
し
い
口
腔
の
手
入
れ
の
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
歯
の
本
数
が
減
っ
た
と
し
て
も
入

れ
歯
を
入
れ
た
り
、残
っ
た
歯
を
大

切
に
保
っ
て
い
け
ば
食
事
も
進
み
元

気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。毎

日
の
食
事
を
味
わ
っ
て
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
は
心
と
体
の
健
康
を
保
つ

た
め
の
第
１
歩
で
す
。

　

11
月
８
日
は「
い
い
歯
」の
日
で

す
。お
口
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る

た
め
に
、歯
医
者
さ
ん
で
歯
科
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

8020 おめでとうございます 高齢者の良い歯のコンクール 33人が達成

氏名 行政区
坂梨 多惠子 北 2 区
小林　明美 古神 1 区
釣 井  賢

まさる
分 1 区

西村 ヒサ子 分 1 区
村 上  時 子 分 2 区
山部 ケサヨ 分 2 区
石 田  兼 助 上町
石田 セイ子 上町
齊 藤  幸 一 東仲町
古 閑  征 治 東仲町
小 林  万

ま よ
代 馬場

氏名 行政区
渡邉 みわ子 古城 5 の 2 区
長尾 タミ子 内牧 5 区
中 村  道 則 小里
久保 サヨ子 今町
亀 井  幸

さ ち こ
子 本村

山部 ケサミ 上役犬原
小野 カヨ子 竹原
西 村  勇 誠 竹原
牧野 ミヨ子 東黒川
立
た ち ば

羽 ヤス子 東黒川
吉良 サエ子 坊中

氏名 行政区
津江 エイ子 元黒川
宮崎 タチ子 上西黒川
齊 藤  義 光 乙姫
関  英

ひ で き
輝 乙姫

塚 本  光
ひかる

乙姫
上島 トキエ 永草
古 島  幸

ゆ き こ
子 永草

村 田  昭
しょうじ

治 狩尾 2 区
山口 ユキ子 遊雀

※希望者のみ掲載しています。
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阿蘇市内で７６組が金婚表彰

　
結
婚
50
年
を
祝
う
第
61
回
熊
日
金

婚
夫
婦
表
彰
と
阿
蘇
市
金
婚
式
が
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
44
年
に
結
婚
し
た
76
組
の
夫

婦
が
金
婚
を
迎
え
、永
年
に
わ
た
り

家
族
と
地
域
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
ご

夫
婦
に
敬
意
を
表
し
佐
藤
市
長
が
一

組
ず
つ
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
昭
和
44
年
は
、ア
ポ
ロ
11
号
が
人

類
初
の
月
面
着
陸
に
成
功
し
、テ
レ

ビ
ア
ニ
メ『
サ
ザ
エ
さ
ん
』の
放
送
が

開
始
さ
れ
た
年
で
す
。市
内
で
は
、阿

蘇
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
発
足

し
、波
野
村
の
稚ち

さ
ん蚕

飼
育
所
の
建
設

や
阿
蘇
神
社
の
大
鳥
居
２
基
が
完
成

し
て
い
ま
す
。

結婚半世紀の節目祝う

金婚夫婦を代表して謝辞を述べた田中則
のりつぐ

次・多美子夫妻
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WebTV アソ
動 画

金婚夫婦氏名 行政区
前 田 利 明 ・ 信 子 ( 内牧 4 区 )
弓
ゆ げ

削昭人・喜代野 ( 成 川 )
嶋 田 勇

ゆうじゅう
壽 ・ 良

りょうこ
子 ( 南 宮 原 )

森 忠
ちゅういち

一 ・ 紀
の り こ

子 ( 南 宮 原 )
山本十

と く お
九男・ミス ( 南 宮 原 )

石松政昭・スイ子 ( 西 湯 浦 )
田中忠

ただつぐ
次・英美子 ( 西 湯 浦 )

中村敏明・スミエ ( 西 湯 浦 )
阿部隆

りゅうせい
性・ヤエ子 ( 深 葉 )

岩下永治・貴美代 ( 折 戸 )
市 原 育

い く お
郎 ・ 悦 子 ( 山 田 )

中西國友・美津代 ( 山 田 )
森本幸光・ミサ子 ( 西 小 倉 )
北 里 力

つよし
・ 征

せ い こ
子 ( 下 の 原 )

和田正
まさつぐ

次・マサ子 ( 小野田町 )
工藤紀美男・鈴子 ( 上役犬原 )
山口浩介・カヅ子 ( 上役犬原 )
甲斐正

まさなお
直・ふみ子 ( 西 町 )

佐 藤 幸
こ う じ

治 ・ 慶
け い こ

子 ( 竹 原 )
小 野 勝 義 ・ 文 代 ( 蔵 原 )
菊 池 秀 信 ・ 滿

み つ こ
子 ( 蔵 原 )

藏 原 孝 光 ・ 道 子 ( 蔵 原 )
鞠園智昭・トミ子 ( 蔵 原 )
中 嶋 光

ひかり
・ 秀 美 ( 東 黒 川 )

髙見俊博・サワ子 ( 坊 中 )
宮本秀雄・としこ ( 元 黒 川 )
江藤正

まさもり
盛・セイ子 ( 北 黒 川 )

草尾重一・美智子 ( 上西黒川 )
森 已

み よ し
義 ・ 洋 子 ( 上西黒川 )

若宮幸德・久美子 ( 上西黒川 )
石 田 哲 也 ・ 秋

あ き み
實 ( 乙 姫 )

齊藤一
かずゆき

征・ケイ子 ( 乙 姫 )
相 良 輝 幸 ・ 敏 枝 ( 乙 姫 )
塚 本 廣 ・ 信 子 ( 乙 姫 )
髙見健次・マツヨ ( 黒川千丁 )
佐藤一利・ツミ子 ( 永 草 )
髙 藤 拓 雄 ・ 和 代 ( 永 草 )
津 田 正

まさてる
輝 ・ 涼 子 ( 永 草 )

橋 本 保 德 ・ 芳 子 ( 枳 )
柳 川 康 ・ 増 美 ( 枳 )
勝木義昭・マル子 ( 赤 水 )
松本俊義・ツヨ子 ( 赤 水 )
松 永 實

み つ し
士 ・ 荀

じゅんこ
子 ( 狩尾 1 区 )

水野光利・美智子 ( 楢 木 野 )
城
き い

井 榮 作 ・ 郁 代 ( 小 園 )
重 岡 晴

はるみつ
光 ・ 惠 子 ( 小 園 )

入
にゅうた

田 忠 ・ 千 美 子 ( 小 地 野 )
入 田 光

み つ き
輝 ・ 昭

しょうこ
子 ( 小 地 野 )

匂
さきさか

坂 忠 敏 ・ 幸
ゆ き こ

子 ( 大 道 )
飯田基

もとひろ
弘・イキエ ( 中 江 )

《行政区順、敬称略》

金婚夫婦氏名 行政区
岩 永 照 雄 ・ 鈴 子 ( 北 1 区 )
柴
しばたに

谷 輝
て る み

美 ・ 幹 子 ( 西 1 区 )
白 石 昭 良 ・ 友 子 ( 西 2 区 )
松下武伸・レイ子 ( 西 3 区 )
木 村 只

ただよし
義 ・ 信 子 ( 古神 2 区 )

髙 濱 和 則 ・ 光 代 ( 古神 3 区 )
田中則次・多美子 ( 古神 3 区 )
田中良

よしのり
典・キミ子 ( 古神 3 区 )

家 入 富 男 ・ 文
ふ み こ

子 ( 分 2 区 )
松尾元

もとあき
明・美智子 ( 分 2 区 )

中 川 武 雄 ・ 照 美 ( 下 町 )
白石國光・トシ子 ( 古城 5 の 1 区 )
森永和宏・ナツミ ( 古城 5 の 1 区 )
森永詔

のりおき
興・ミチ子 ( 古城 5 の 1 区 )

森永義幸・あや子 ( 古城 5 の 1 区 )
笹原春雄・テツ子 ( 古城 7 区 )
川添洋𠮷・ミヨ子 ( 原 口 )
井 手 誠 二 ・ 初 美 ( 上 井 手 )
谷井逸生・キヨ子 ( 下西河原 )
西 村 勝 弘 ・ 磯 子 ( 下東下原 )
吉 岡 勝 已 ・ 勝 子 ( 片 隅 )
加藤主

かずゆき
征・スマ子 ( 内牧 1 区 )

佐藤二
ふ み お

三夫・陽子 ( 内牧 1 区 )
古島秀人・テイ子 ( 内牧１区 )
甲斐許

もとよし
義・美千枝 ( 内牧 2 区 )

小田原 實
まこと

・タカ子 ( 内牧 4 区 )
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九州・全国大会等出場者と結果

（敬称略）

第 67回全日本吹奏楽コンクール

糸永 茜（玉名女子高校 3 年／一の宮中出身）　

（10.20 ／名古屋市）●吹奏楽

第 30回全九州テコンドー選手権大会

【小学４年女子 優勝】
 渡邉 愛

ま な

来（内牧小 4 年）

【中学生男子 -48・51kg 統合級 3 位】 
佐藤 太一（一の宮中 3 年）

【小学 2 年男子重量級 3 位】
 森本 秀

ひでとら

虎 ( 一の宮小 2 年）

【小学 4 年女子 3 位】 
倉岡 愛 ( 一の宮小 4 年）

【小学 5 年女子 3 位】
 志賀 未

み お

理 ( 一の宮小 5 年 )

【小学 6 年男子重量級 2 位】 
内村 朔

さく

（一の宮小 6 年）

（8.24 ／長崎市）●テコンドー

第 50回全国ジュニアオリンピック陸上競技大会

円盤投　岩下 真
ま ひ ろ

大（波野中 3 年）　

女子 800 ｍ　古木 愛
あ い り

莉（一の宮中 1 年）

（10.11~13 ／神名川県川崎市）●陸上競技

第４回全日本中学女子軟式野球大会

【準優勝】 山城 花
か れ ん

怜（一の宮中３年）　

（8.23~29／京都府宇治市）●軟式野球

第 19回全国障害者スポーツ大会
「いきいき茨城ゆめ大会」

800 ｍ・400 ｍ・4×100 ｍリレー 
加藤 和斗（内牧２区／阿蘇中出身）　

（10.12~14 ／茨城県那珂市）●陸上競技

　

福
祉
や
介
護
に
携
わ
る
人
材
の

育
成
と
確
保
を
目
的
に
、阿
蘇
中
学

校
で
福
祉
体
験
学
習
が
開
か
れ
、同

校
の
３
年
生
約
１
３
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
阿
蘇
中
央
高
校
社
会
福
祉
科
の
生

徒
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

を
講
師
に
招
き
、介
護
職
の
魅
力
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
や
福
祉

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
疑
似
体
験
と
杖
歩
行
介
助

の
教
室
で
は
、高
校
生
の
指
導
の
も

と
視
覚
や
聴
覚
、関
節
な
ど
を
制
限

し
た
状
態
で
階
段
の
昇
り
降
り
を
体

験
。介
護
す
る
側
と
さ
れ
る
側
双
方

の
感
覚
を
体
験
し
ま
し
た
。

福祉の現場を体験
阿蘇中学校で福祉体験学習
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　12

ゴーグルやサポーターを付けて高齢者の疑似体験
　
９
月
16
日
の
敬
老
の
日
に
狩
尾
２

区
の
敬
老
会
が
尾
ヶ
石
体
育
館
で
開

か
れ
、熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
尾
ヶ
石
保
育

園
の
園
児
た
ち
が
日
頃
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
へ
の
感
謝
を
込
め
て
虎
舞
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
狩
尾
の
虎
舞
は
１
０
０
年
以
上
の

歴
史
が
あ
り
、地
元
の
伝
統
芸
能
と

し
て
30
年
ほ
ど
前
か
ら
尾
ヶ
石
保
育

園
の
園
児
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
継
承

さ
れ
、毎
年
の
敬
老
会
や
こ
ど
も
芸

術
祭
な
ど
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
は
、今
回
が
初
め
て
の
虎

舞
披
露
で
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
敬
老
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

高齢者に感謝の虎舞
ＹＭＣＡ尾ヶ石保育園が敬老の日に虎舞披露
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　16

おじいちゃん、おばあちゃんの前で練習の成果を披露

第 22回全日本小学生女子相撲大会

5 年生 45kg 未満級　奈須 美
み さ

彩（内牧小 5 年）

（10.6 ／大阪府堺市）●相撲


